
委
員
長 

 

桜
井 

榮
人 

副
委
員
長 

稲
葉 

文
江 

編
集
長 

 

千
葉 

信
昭 

第
一
分
団 

吉
田 

蘭
子 

第
一
分
団 

古
屋 

文
子 

第
二
分
団 

小
林 

昌
雄 

第
二
分
団 

今
井 

由
香 

 

第
三
分
団 

大
友 

 

弘 

第
三
分
団 

山
内 

和
子 

  

編
集
後
記 

  

東
日
本
大
震
災
か
ら
九
か
月
余
り
が
過
ぎ
、
被
災
地
も

尐
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
復
興
し
つ
つ
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
し
、
福
島
原
発
の
放
射
能
漏
れ
の
影
響
は

都
内
で
も
あ
り
、
原
発
の
完
全
停
止
に
な
る
ま
で
は
、
不

安
な
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 

震
災
後
、
防
災
に
対
す
る
意
識
は
今
ま
で
以
上
に
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
最
近
、
町
会
の
自
衛
消
防
団
、
消
防

団
、
消
防
署
と
の
合
同
の
放
水
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
小
雨
の
降
る
中
を
訓
練
し
て
い
る
姿
を
見
る
と
、

『
私
た
ち
の
町
は
自
分
た
ち
で
守
る
ん
だ
』
と
い
う
心
意

気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
消
防
団
も
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
安

全
・
安
心
の
街
づ
く
り
の
た
め
、
日
々
の
訓
練
に
励
み
頑

張
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 
 
 

 

（
第
二
分
団 

小
林
昌
雄
・
今
井
由
香
） 

 広報委員会 

第
三
分
団 

髙
谷
恭
仁
子 

第
四
分
団 

安
蔵 

繁
陽 

第
五
分
団 

瀬
下 

優
華 

第
五
分
団 

水
島 

洋
子 

第
六
分
団 

大
貫 

和
夫 

第
六
分
団 

稲
垣 

祥
孝  

第
七
分
団 

鈴
木 

直
美 

第
七
分
団 

安
達 

静
江 

団
事
務
局 

平
林 

正
也 

 

荏
原
消
防
団 

第
一
分
団 

  消防団員募集中★十八歳以上の男女で心身ともに健康な方 ★荏原消防団管轄区域内に 

   居住又は勤務されている方。           お問い合わせ先：荏原消防団本部TEL090-4704-4544 

守
り
た
い 

防
火
の
心
で 

み
ん
な
の
笑
顔 

佐
藤 

晴
菜
さ
ん
（
北
区
） 

 
 
 
 
 
 
 

荏
原
消
防
団 

集
合
教
育
訓
練 

放水訓練 

 
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
三
日(

日)

、

荏
原
消
防
団
集
合
教
養
の
一
環
と
し

て
、
東
京
消
防
庁
第
二
方
面
本
部
訓
練

場(

大
田
区
京
浜
島)

で
可
搬
ポ
ン
プ
放

水
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
消
防
ポ
ン
プ
車
の
積
載
装
備

品
の
説
明
及
び
三
連
は
し
ご
・
か
ぎ
付

は
し
ご
の
使
い
方
・
運
び
方
を
学
び
ま

し
た
。
消
火
活
動
時
に
お
い
て
、
消
防

職
員
の
指
導
の
も
と
、
ホ
ー
ス
や
は
し

ご
を
現
場
に
運
ぶ
こ
と
な
ど
、
臨
機
応

変
に
対
応
出
来
る
よ
う
に
訓
練
し
ま
し

た
。 

 

秋
の
火
災
予
防
運
動
は
「
１
１
９
番
の
日
を
起

点
と
す
る
一
週
間
」
十
一
月
九
日
～
十
五
日
に
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
九
日(

水)

に
は
、
荏
原
文
化
セ
ン

タ
ー
で
「
防
火
の
つ
ど
い
」
が
行
わ
れ
、
火
災
予
防

業
務
協
力
者
の
表
彰
式
と
女
優
の
星
由
里
子
さ
ん
を

招
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま
し

た
。 

 

十
四
日(

月
）
は
、
武
蔵

小
山
商
店
街
で
荏
原
消
防
署

長
を
先
頭
に
署
員
・
団
員
・

地
域
の
方
々
に
よ
る
消
防
救

急
フ
ェ
ア
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
地
域
ご
と
に
家

庭
訪
問
に
よ
る
防
火
防
災
診

断
な
ど
防
災
の
意
識
が
高
ま

る
一
週
間
で
し
た
。                      

分 

団 

紹 

介 

『
常
に
ト
ッ
プ
を
目
指
し
、
走
り 

続
け
る
第
一
分
団
！
』 

 
 

 
 

過
去
、
都
大
会
で
の
優
勝
経
験
の
あ

る
、
誇
り
高
き
分
団
で
す
。 

 

団
員
一
人
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ボ
ジ

シ
ョ
ン
で
輝
き
、
笑
み
が
絶
え
な
い
、
思

い
や
り
溢
れ
る
、
温
か
い
仲
間
達
で
す
。 

 

分
団
活
動
の
一
つ
に
、
毎
年
九
月
に
行

わ
れ
る
荏
原
第
一
中
学
校
で
の
、
防
災
訓

練
の
指
導
・
支
援
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
の

真
剣
に
学
ぶ
姿
勢
を
見
て
い
る
と
、
こ
れ

か
ら
起
こ
り
う
る
、
震
災
・
災
害
時
に
私

達
の
指
導
の
成
果
が
、
必
ず
役
に
立
つ
と

確
信
し
て
い
ま
す
。 

 

こ
う
し
た
地
域
に
根
差
し
た
活
動
を
更

に
密
に
し
、
東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
胸

に
、
地
域
の
安
全
確
保
、
そ
し
て
大
切
な

命
を
守
っ
て
い
け
る
第
一
分
団
で
あ
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
  
(

担
当 

第
一
分
団
） 

ホースの点検作業 

団員数：男性23名、女性6名 

計29名(H23年12月現在） 

担当地域の町会・自治会名 

荏原一丁目、荏原二丁目 

小山一丁目、中原共和  

小山二丁目西部 

小山二丁目東部  

小山丘住宅自治会 

小山台一丁目、小山台一丁目東 

小山台二丁目、小山台住宅 

平塚二丁目、平塚三丁目 

第
一
分
団
分
団
長 

林
研
治 

 

各
団
員
が
非
常
に
協
力
的
で
、
い
い

雰
囲
気
の
中
で
団
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
こ
の
輪
を
大
事
に
し

な
が
ら
、
各
町
会
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
を

取
り
、
地
域
の
皆
様
と
協
力
し
合
っ

て
、
共
に
活
動
し
て
行
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 

叙
勲(

平
成
二
十
三
年
十
一
月) 

   
瑞
宝
単
光
章 

 

元
副
団
長          

周
防
金
治 

 

表
彰(
平
成
二
十
三
年
十
月
） 

 
 

東
京
都
消
防
褒
賞 

 

団
本
部
分
団
長 

 
 

稲
葉
文
江 

 

第
五
分
団
副
分
団
長  

長
内
徹
夫 

 
 

都
功
労
者
表
彰 

 

第
六
分
団
分
団
長 

 
大
川
桂
一 

 

受
賞
者 

第一分団北茨城被災地視察研修 

   （平成２３年１０月） 


